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ピュージェットサウンド

海外事例 -05

カナダ　
ブリティッシュコロンビア州

自然環境、野生生物の保全と観光の調和を考え、
ツアーコンテンツを発展させていく上で、海外の
取り組みから学べることはたくさんあります。野
生生物観光の先進地と言われる国々では、行政に
よる制度設計だけでなく、民間の組織や個人が主
体となって成功と失敗を繰り返しながら、自然環
境と野生生物を守り、地域経済を発展させてきま
した。それは自主的な規制やルールの設定に見る
ことができます。
日本は2003年の観光立国宣言を契機に、これま

で主に文化の魅力を発信してきました。その国土
は南北3,000kmにおよび、多様な地形や気候を有
する島国であり、独自の進化を遂げた動植物に溢
れています。日本でしか出会えない野生生物、そし
て彼らがいる風景もまた、世界に発信できる日本
の大きな魅力です。そして、インバウンド旅行者が
求めるのは、安心して野生生物と出会える環境、野
生生物との適切な距離を保つ、餌付けはしないな
どの野生生物の生態への影響を極力少なくするた
めの配慮です。
ここでは、野生生物の保護や自然環境の保全を

ベースに、野生生物観光と地域の発展の両立を進
めた海外の事例を通して、野生生物観光に求めら
れる視点や方策の一端をお伝えします。

海外事例にみる野生生物観光への意識海外事例にみる野生生物観光への意識
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はじめに

事例集発行の目的

「野生生物観光」は、まだ聞きなれない言葉か
もしれません。私たちの暮らしは、自然環境と
そこに暮らす生き物たちに支えられています。
特に日本は南北に長い島嶼から成り、地域

ごとに特徴のある多様な生き物がいます。そ
のことに想いを馳せると、「野生生物」が持つ
力と可能性が見えてきます。
「野生生物観光」は彼らと共にあること、あ
り続けることの魅力や喜びを伝えるものでは
ないでしょうか。これからも野生生物と共に
あるために、「野生生物観光」には環境・経済・
地域社会の関わりの良好なバランスが不可欠
です。
この事例集は、観光の仕組みを活かすこと

で、自然環境・野生生物の保全と地域の活性化
が相まって発展するよう、現在取り組まれて
いる事業者の方々にご協力を頂きながら、ア
イデアやヒントとして各地域の取り組みの後
押しとなることを願って作成しました。

事例集の活用

掲載事例として国内10例、海外5例、加えて
5例のコラムを取り上げています。先行する取
り組みからアイデアやヒントを得て、地域なら
ではの取り組みとして応用できることを念頭に
掲載しています。
地域の特色、気候、集落や観光組織の規模な

ど違いは様々ですので、多くの方の参考となる
ように、対象とする生き物、環境、取り組みの力
点などが異なるものを掲載しています。
掲載団体・地域は、自身の経験を基に体制や

仕組みを整えてこられました。そこに至った成
功・失敗を含めた経験から学びが得られるよう
に、きっかけ、狙い、背景、そしてツアーコンテ
ンツの「基本情報」などを掲載しています。
また、掲載している事例の詳細については、

紙面下部の各団体などのURLから確認するこ
とができます。
知りたい情報にアクセスしやすいように各事

例の紙面では、環境区分を色で分け、各項目を
アイコンで示しています。

1 2 3 4
5

6
7 8

1

2 3

4 5
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環境 対象生物 SDGsとの関連国内事例
海 ウミガメ

ザトウクジラ

注目ポイント注目ポイント

・野生生物と人の営みが持続できる社会づくりを目指
して海洋生物の保護活動を展開

・島の観光資源であり食材でもあるアオウミガメ（絶滅
危惧Ⅱ類）の保護を主軸に利活用にも触れたコンテン
ツを提供

・海洋センターは博物展示だけでなく、ウミガメの生態
や保護活動を紹介。オリジナルグッズや学習冊子、研
究報などを販売し、観光施設としても機能

・地域の学校教育や修学旅行の積極的な受け入れだけ
でなく、地域住民にも学習体験の場を提供

- 01

地域の情報地域の情報

東京から約1000km南の太平
洋上にある海洋島。そこに生息
する生き物たちは独自の進化を
遂げたものが多く、特徴的
な生態系が世界自然遺
産となっています。
小笠原諸島では複
数の島々でアオウ
ミガメの産卵地が
確認されています。

絶滅危惧種アオウミガメの保護を基にした学習ツアー
[東京都  小笠原諸島・父島]　認定NPO法人 エバーラスティングネイチャー（小笠原海洋センター）

小笠原諸島小笠原諸島

団体などの詳細はこちら団体などの詳細はこちら

【小笠原海洋センター】　http://bonin-ocean.net
【エバーラスティングネイチャー】
　https://www.elna.or.jp/
【小笠原ルールブック】　

https://www.vill.ogasawara.tokyo.jp/ecot
ourism_index/rulebook/

【東京都小笠原支庁　観光客の方へ】
https://www.soumu.metro.tokyo.lg.jp/07o
gasawara/visitor/index.html

代表的なコンテンツ代表的なコンテンツ

・アオウミガメの生態と保護
活動を学ぶ「ウミガメ教室」
（2時間 大人3,300円、
3時間 大人5,500円）

・短期飼育した子ガメを放流
する放流体験（7,700円）

・クジラ教室
　（室内、1時間 大人2,200円）

など

取り組みの背景と概要取り組みの背景と概要

・小笠原海洋センターは1982年に設立され、管理運営
主体が替わりながらも、センターの目的は変わらず、
アオウミガメとザトウクジラの保護、研究に注力し、
現在に至ります。

・運営する団体は、海洋保全の面から「野生生物と人の
営みが持続できる社会づくり」を進めており、スタッ
フの多くは海洋生物の専門家です。

・人が暮らすエリアに近い海岸では、人工的な光によっ
て、ふ化した子ガメが海を目指すことを妨げてしまい
ます。海に帰れずに死んでしまう子ガメを減らすため
に卵の保護を行い、人工ふ化させた子ガメを暗い海岸
で放流することが、一つの対策となります。これまで
の努力もあって、小笠原のアオウミガメは、30年間で
10倍に増えています。

・これらの成果は海外に発信するだけでなく、地域住民
にも伝えています。小さな子供から小中学生に至るま
で、地域の子供たちは総合学習などを通じてウミガメ
について学びます。また、島外からの学習旅行の受け
入れも盛んです。ウミガメが窮地にあることが広く知
られるだけでなく、センターの収益増にもなり、ウミ
ガメ保護の良いサイクルが生まれています。

環境保全と経済の両立環境保全と経済の両立

・観光資源であるザトウクジラについても個体識
別することで、年齢や成長、社会構成、出産間隔、
生息数などを調査しています。

・アオウミガメは、地域の食材であり、観光資源で
す。かつては大きく減少しましたが、保護活動に
より、その生息数は増加。小笠原名物であるウミ
ガメ漁とウミガメ料理の維持にもつながってい
ます。東京都は毎年のウミガメの漁獲量を制限し
ており、その権利は承認された漁師に限られてい
ます。

・また、小笠原村は観光に関するルールを定めてい
ます。
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【観光に関するルール】
・産卵に来るウミガメへの対応として、ライトは足元だけ、
出会ったら動かない。

・目撃情報を海洋センターに伝える。
・産卵巣に近づかないこと。

https://www.vill.ogasawara.tokyo.jp/ecotourism_index/rulebook/
https://www.soumu.metro.tokyo.lg.jp/07ogasawara/visitor/index.html

